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１．概要について

新税創設の検討プロセスを市民参画の形で進め、新税の使途についても市民ニーズをとらえたものとするため、
市民の皆様にとって最も身近な団体である町内会のほか、市政運営に深く関わり、市の様々な施策、計画策定等
においてご協力をいただいている団体を中心に参加を依頼し、皆様に新税についての理解を深めていただきなが
ら、その必要性を確認し、グループワークを通じて新税の使い道を語っていただく場として開催。

開催目的について

開催日時 令和2年2月22日（土） 14:00～16:00

会 場 下北文化会館 1階 展示ホール

出席団体数

86団体（参加依頼団体数：271）
（分野別内訳） 子ども・子育て：5団体（6人） 健康：2団体（2人） 福祉：14団体（15人）

産業・経済：11団体（25人） 教育・文化・スポーツ：6団体（13人）
まちづくり・防災：5団体（6人） 町内会：41団体（41人） その他：2団体（2人）

（地区別内訳） むつ：64団体(74.4%) 85人（77.3％） 川内：8団体(9.3%) 9人（8.2％）
大畑：8団体(9.3%) 9人（8.2％） 脇野沢：5団体(5.8%) 5人（4.5％）
その他：1団体（1.2％） 2人（1.8％）

参加者数 110名 （男性77名、女性33名、※高校生6名を含む）

ファシリテーター 青森中央学院大学経営法学部 准教授 佐藤淳氏

実施状況について
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２.当日の進行について

「みんなで考える20年後のむつ市の未来」というメインテーマのもと、参加者を20のグループに分け、3つのラ
ウンド毎にテーマについての対話と席替えを繰り返す「ワールドカフェ」を実施。
最後に、ワールドカフェでの議論を踏まえて参加者の方々が考える「20年後のむつ市の未来のために、今、行政
が、市民が取り組まなければならない一歩」について、一人一人に紙に御記入いただいた。
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ファシリテーター
青森中央学院大学
佐藤淳准教授
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３．当日の様子について①

10代から80代までの、年齢も職業も立場も異なる110名の市民の皆様に、笑顔で、時には真剣に、まちの未来に
ついて語っていただいた。
各テーブルに準備したアイディアを綴る模造紙は各々の夢や希望がびっしりと書き込まれた。
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３．当日の様子について②

これまで市民の皆様からまちづくりに関するた
くさんの要望をいただきながら厳しい財政状況
であるために叶えることができなかった。

新税という財源を得られれば、それらの要望を
実現できる可能性が高まる。
新税創設の一連の取組を通じて、市が自立を
して、まちの未来を自己決定できるようにした
い。

皆さんエネルギッシュで、学生服を着たら高校
に通える位元気一杯だと思った。

まちも自立をさせ、成長させることが必要と感
じた。
まちは私達より長生きする。私達もがんばるの
でむつ市もがんばってほしい。

高齢者をはじめ、いろいろな世代の方とまちづ
くりについて話し合う機会に参加したいと思っ
ていた。

このつどいに参加して、たくさんの方と話し合う
経験ができてよかった。

宮下市長の思い

高校生感想 高校生感想
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４．参加者からの意見について①

(福祉団体・男性)

(高校生・男性)

(まちづくり団体・女性)

(町内会・男性)

(産業団体・男性)(経済団体・女性)

市民の皆様の思いがつまった１０７枚を受理。
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４．参加者からの意見について②
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「希望のまちづくり市民のつどい」における意見の分野ごとの集計

分類 意見数 構成比 主な意見

雇用 42 19.4 % 働く場の創出、企業誘致など

インフラ 21 9.7 % 道路整備、下北縦貫道、コンパクトシティなど

コミュニティ 17 7.9 % 町内会活動の活性化・支援、コミュニティ活動の場の確保など

定住 16 7.4 % 人口増加策の検討、若者の定着、婚活など

産業 15 6.9 % 一次産業を守る・再構築、ブランド化など

交通 11 5.1 % 公共交通網の整備、高齢者の足の確保など

合計

216
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５．今後の市政への反映について

商工業、農林水産業の振興、新たな産業の創出
若者や子育て世代の就職・就労支援
むつ総合病院の整備をはじめとする市内の医療体制の充実
子育て世帯への支援として、医療費の助成、保育・託児環境の整備・充実
毎日の生活に欠かせない公共交通機関、道路歩道の整備
各世代の市民が集える公園や屋内運動施設の整備・充実

これまで市が実施した市民アンケートから読み取れる優先すべき施策（財政需要）

希望のまちづくり市民のつどいの実施により、市民の皆様からいただいた市政に対するご意見を集約すると、雇
用促進、産業振興、公共交通、定住対策等これまで市が把握してきた市民の皆様のご要望の方向性と一致。
今回の取組により得られた今後の財政需要、すなわちむつ市が目指すまちの理想像の実現に向け、財源確保とし
ての新税創設を成し遂げるとともに、今後の政策立案や事業実施に反映させていく必要性を改めて認識。
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市民団体アンケート 優先施策項目（1団体につき、優先する施策を10個まで選択）

第3回むつ市新税検討PT会議資料から抜粋
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＜参考＞新聞記事

令和2年2月23日 デーリー東北 3面
令和2年2月23日 東奥日報 3面


